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　横浜国立大学では、2017年４月に地域連携推進機構を設置しました。本学は地域連携の推進を

重視してきています。本学においてはこれまでも、それぞれの学部や、地域実践教育研究センターが

精力的に活動していますが、地域からみたときの窓口をよりわかりやすくすること、また学内におい

ても、活動情報をより効果的に共有していくこと、などの課題があります。本機構は、これらの課題

を解決し、地域との連携をより開放的、実践的に、そして研究面で先進的に、さらには国際的な展開

も視野に、推進していきます。

中村  文彦
横浜国立大学 地域連携推進機構 機構長

ご挨拶

地域連携推進機構設置趣旨

地域連携推進機構

　地域連携推進機構は、地域連携活動および地域課題解決への

先導的役割等を果たすとともに、地域社会と連携する中核拠点と

なるため、2017年４月に設置されました。地域に信頼され、地

域に支えられ、地域の発展を支援するという、横浜国立大学の

地域戦略における３つの精神を軸に、本学の研究力や教育力を地

域問題解決へ還元し、大学として積極的に地域連携活動を推進し

ていきます。

地域課題に実践的に取り組み、教育・研究成果を地域社会に還元します

地域社会が抱える課題を解決するため、本学の教育力及び研究力を総合的に発揮し
て実践的に取り組み、その成果を地域に還元します。

地域振興の核として諸機関・諸主体と連携した拠点を形成します 

課題先進地域横浜・神奈川をフィールドに、自治体等の公的機関や民間企業、市民・
ＮＰＯ等との連携・協力によるオープンイノベーションで地域課題解決能力を高め、
地域再生に向けた拠点を形成します。

地域に向けた人材育成及び人材還流を推進します

生涯学習及び公開講座などを通して、地域の教育、文化の向上・発展や多様な分野
における人材育成及び人材還流に寄与します。

地域の産学官連携・産業振興に貢献します

共同研究・受託研究等による産業界や自治体との持続的な連携を重視するとともに、
大学の有する知的・人的資源等を活用し、地域産業の振興及び地域社会の発展に寄与し
ます。

地域課題への取り組みを通じて国際社会との連携・協力を進め成果をグローバル
に発信します

国際機関、海外の研究機関や大学との共同研究やシンポジウム、多文化共生をめぐる
地域の課題解決に向けた連携活動等により、グローバル時代の地域課題解決に取り組み
その成果を発信します。

　横浜国立大学は、神奈川に立地する特性を活かし、「実践性」「先進性」「開放性」「国際性」
の４つの基本理念を基に、地域戦略における３つの精神、「地域に信頼され」、「地域に支
えられ」、「地域の発展を支援する」を推進するため、次の地域戦略に関する方針を定め地
域社会に貢献していきます。

地域戦略に関する方針地域戦略に関する方針
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Next Urban Lab
設置の趣旨

ユニット一覧

●Next Urban Lab（ネクス トアーバン ラボ）は、YNU の強みを出すために、プロジェクト型で高度な教育研究と実践活動

を行い、その成果を発信すめたるの仕組み。新しい (next) 都市地域 (urban) のあり方を実践的にモデル提示する (lab)。

●Next Urban Lab は、YNU の強みを活かすため、地元横浜・神奈川地域を基本的フィールドとする。その強みとは、第一

に、横浜・神奈川地域は大学が立地する場所であり、また、法人としての大学は地域の一員でもある。第二に、横浜・神奈

川地域には、大都市問題から中山間地域の問題までさまざまな地域課題があり、また、大規模災害のリスクも高く、高齢

化の課題も抱えている。第三に、企業活動も活発で市民意識が高く、社会課題に取り組む NPO なども多数存在する。そう

した諸主体と連携することで、イノベイティブなソリューションを社会に提示することが可能である。

●Next Urban Lab は、中規模大学の特長を活かした取り組みである。「高度な教育研究と実践活動を行」っている学部や

大学院等は多数存在するが、地域をテーマとする教育研究は各所に分散している。相互に「顔の見える」中規模大学の

特長を活かして「Next Urban Lab」の

概念のもとにシーズを持ち寄ることで、

地域連携をテーマとした集中的な情報

発信が可能となる。

●Next Urban Lab は、１つ１つの Unit を

相互に関連づけながら地域とともに協働・

連携する実践型組織である。地域連携推

進機構のもとに設置する、いわば、機構

を教育研究面で支えるエンジンの役割

を果たす。共同研究や包括協定を推進す

る役割も期待される。

Next Urban Labについて

Unit 1

Unit 2 Unit 4

Unit X

Unit 5
Unit 6Unit 3

Next Urban Lab

ξΣΛΠڰ൲ٽါNext Urban Lab
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No ユニット名 研究代表者
（ঙ  ྴ）

1
஻࿪ NŎœ ξΣΛト

（YŰŬŰũaŮaĮŌanaŨaŸa NŎœ ńlub）
঱ൌ長ষ჊

2
地域ア;トリーΙ活動を೒したエネルΆー

ܿ੅に関する市民の۪ޏ・հ஠意識಺औ
ᚗ౓ ಑ࢬ

3 かながわ۷࢕・まちづくり ঙ川 ࠃষ

4 みうらからは̲める研究会 高見 ా実

5 都市のুட۪ޏと͌との୆活 ઀౻ ໲人

6 ロー΃ル・ブランド・ラボ ൥ࡔ ഔ໹

7 モΫリティと情報のロー΃ライΔーションξΣΛト 中ఆ ໲຃

8 ۗ学リエΖンが果たす༗育࡛場支׳ ֔ષ 果ঊ

9 地域社会共୆ξΣΛト Ḷ൥ ཻ人

10 π΋Χマ٬ဢ۪ޏみらい都市研究৒ ઐന ဉ෗

11 「もっと横浜」プロジェクト 川ഞȁ ဉ

12
地ྚޏ۪ݩြ都市YNUݶതと

みなとみらいĳĲ地ߊの連携研究ξΣΛト
ऎാࡔ ௛

13 ဢ࢕రפஜ੸ഝځ活଻化ξΣΛト ೧見 ဉ෗

14
長期ًࠐ集ࣣਯ఺のࢫ࠲・೩ౢள෻ၪ型

ठ୆ݳਯモデル
ന中 ֞ঊ

15 ऒ߃山౬地ਯまいみらい研究プロジェクト ൥ؖ ణۘ

No ユニット名 研究代表者
（ঙ  ྴ）

16
間ठ༎਀法ߗਯ఺地に̤ける地域ٸࣕ

（相ഘ஌״஌等）ξΣΛト
࿤ࡔ ȁస

17 π΋Χマ型リノベーションの実践 ހȁ ࢛ࢺ

18 ુ๕రまちづくり؊׳౬ 大ࡔ 一ޟ

大学周辺/相鉄沿線
15(左近山)
16(南万騎が原)
17,18(常盤台)

3(県西観光)

10(横浜海)

4(みうらからはじめる)

横浜神奈川地域全体
1(創薬NMR研究機関連携)
2(水素エネルギー実装)

横浜全体等
5(自然)
6(ローカルブランド)
7(モビリティ)
8(保育)

洋光台団地
13(商店街)
14(居住改善)

9(多文化共生)

みなとみらい等
11(観光集客)
12(環境ICT)産業連関ﾓﾃﾞﾙを他地域展開

9

海海
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① 創薬NMRユニット
(Yokohama-Kanagawa NMR Club)

ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）

ȁ横浜・神奈川地ߊには୆体ࠏにഐဥ可能な಼高ঽ場NŎœ௡置やࡥ体NŎœ௡置をခするଲٮトΛプτベルの୆体ࠏNŎœ

研究機関が集中して̤り、「YŰŬŰũaŮa」地ߊはଲٮのNŎœ研究৪にၻく౶られている。୆体ࠏNŎœ研究機関がୋ࿪企業

とྟ୪に連携することで、学੅・ॲ業でブτークスルーを̧֨ܳこ̵ることは く͢౶られて̤り、これに成ࢗしたスイス・ド

イΜၰ࣭はĳıා߃くॲ学ともにଲٮをリードしている（インフルエンΎহၷ࿪Ηηフルのٳ発、஻࿪NŎœܿ੅ŊNPŉłœŎł

法のٳ発など）。地域ඤには஻࿪に関連する大学や企業が多数存在し、஻࿪はすでに地域ॲ業としてआັいているが、そ

の෇౶度はあまり高くなく、߃ႋの୆体ࠏNŎœ研究機関との連携も਱分でない。そこで、本ξΣΛトでは、地域の強みであ

る୆体ࠏNŎœの研究ႁを地域ୋ࿪企業に͍ࠫつけ、ॲ学に̤いてଲٮをリードする研究人ऺのシステマティΛクな育成と、

ଲٮをリードする஻࿪NŎœݶതを構ಃすることで、「஻࿪のځ、横浜」を࿒ঐす。

何が「NEXT」か

ȁ本活動に͢り、஻࿪ॲ業、ア΃デηア、地域の連携を高めることで、஻࿪分࿤に̤けるஆ在的な能ႁが発ܞされること

が期待される。डਞ的には、஻࿪ॲ業の෇౶度の࢜ષとش学の社会૫൫を進めることで、౶識集࿩型ॲ業を育成する「஻

࿪のځ、横浜」につな̬たい。

学外連携先

౻ષ ܲݛ（横浜市立大学 ୆ྵ֓ش学研究ش）ıĵĶĮĶıĹĮĸĳĲķ ȟ չ൥ ȁၦ（ਉ都大学൐ނ 大学院ၑࢥ学研究ش）

ıĵĳĮķĸĸĮĳĶĵĶ ȟ ࿐川 ၦ௱（ၑ化学研究所 ୆ྵシステθ研究ΓンΗー）ıĵĶĮĶıĴĮĺĳıĴ

活動代表者：児嶋長次郎（工学研究院）

分 担 者 等：川村　　出（工学研究院）

　　　　　　内藤　　晶（工学研究院）

　　　　　　上田　一義（工学研究院）

ユ ニ ッ ト ڰ ൲ ٽ ါ
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③ かながわ観光・まちづくり

活動代表者：氏川　恵次（国際社会科学研究院）

分 担 者 等：加藤　郁夫（成長戦略研究センター）

ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
ȁUnitでは、第１に、神奈川ࡇඤ、とくに横浜市、相模ࡔ市、三׆地域（主に横ଌٖ市）、ࡇୌ地域（ˎ市˔಴）の、人

果の分ଢ଼に಍਀してい࢘等に͢る各ਅ࢕फ構௮の་化を推ࠗしつつ、۷ࠐ構௮の་化や地域଻を͏まえた਑ါထ௶や࢛

る。第ˎに、ߓ体的なম業として、とくにષܱの地域に̤けるষଲయ࢐೒（新型ഩ動ুഢ৬̤͍͢઀型ഩুܨ動৬）の各

ਅŃtŰŃĭ ŃtŰńのജٳ、各市಴の地域଻に؊̲たষଲయエネルΆー（新型バイ΂マス）のフィージΫリティ಺औ・ম業଻ບ

。を推進中であるث

何が「NEXT」か
ȁUnitでは、ൎ঩の実ྩزの方に分౜৪をջှしつつ、連携୶としては、ໝ数の企業・行ଽが一体となってষଲయの۷࢕

まちづくりを࿒ঐすࢩ域連携ŅŎO等と、ࡥږたるॲ学ۗ連携の体ଷで構ಃしつつ、ম業を推進している。͢りߓ体的には、

神奈川ࡇඤに̤ける、ষଲయ࢐೒の൵වに͢る新たな۷࢕঩࡙の市場化、ষଲయエネルΆーの൵වに͢る新たな地域ࠐफ

੏۪・エネルΆー੏۪の構ಃを࿒ঐしている。

学外連携先
઀നࡔภआ੸ࢥ会݈所 ȟ かながわୌ΋ンベンションΫューロー ȟ ࡇୌ地域各市಴（઀നࡔ市、ධ௷໻市、ภआ಴等）

横浜市、相模ࡔ市、横ଌٖ市 ȟ 横浜市企業（඾ॲ、ソーラーフロンティア、大川֣क़等）、そのఈ

ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
ȁ本ξΣΛトは、କளエネルΆーܿ੅に関する学ඤの研究成果のア;トリーΙ活動を೒して、చયとするܿ੅を਋ယする市

民のث౵۷と意識構௮のプロΓスをৗ問ঞ಺औに͢りྶらかにすることを࿒的とする。ߓ体的には、期間ඤで۪ޏ・エネル

Άー関連のイベン等でːٝのৗ問ঞ಺औを行う。い̴れも同̲ৗ問ঞをဥいるが、ஜ৪イベントではΓンΗー૖員もしくは

本学の学୆が、一๊市民にచしてକளエネルΆーの基ய的な情報と研究成果の୰ྶを行い、చ面৆でৗ問ঞ಺औを行う。

ఈ方ࢃ৪は、କளエネルΆーに関連する一定の౶識を持った一๊市民として、෻ືࠁ৆でৗ問ঞ಺औを行う。そのఈ、神

奈川ࡇ等の行ଽが主टするŇńŗのদ઺会などに協ႁをջှし、ഐܽ೏ح的なৗ問ঞ಺औを行う。

ȁ࡛在、΃ーフリーデー（ĳıĲĸා˕࠮ĳĴ඾）にて実ঔしたৗ問ঞ಺औの分ଢ଼を進めている。また、エ΋プロΘクΜ（ĳıĲĸ

ාĲĳ࠮˓ȡ˕඾）にも出ജし、ৗ問ঞ಺औを実ঔ中である。

何が「NEXT」か
ȁリスク共୆社会஻௮ΓンΗー（ոئȇリスクΓンΗー）は、ܿ੅と社会の関߸をマネジιントすることを主܉とした「୶౤

を実ঔするためのプラΛトフ΁ーθ」を構ಃしている。本プラΛトフ΁ーθを৊とث学ܿ੅をచયとした社会௙ࣣリスクບش

して、地域のအșな課題をٜࠨしていくためのフτーθχーク構ಃが本ξΣΛトの஬いであり、リスク共୆の概念がຽݞした

ষଲయ地域社会の஻௮を࿒ঐす。

学外連携先
横浜Lńł۪ޏ教育研究会 ȟ ͢こはまକளエネルΆー協݈会

② 地域アウトリーチ活動を通したエネルギー技術に
関する市民の環境・安全意識調査

活動代表者：澁谷　忠弘（リスク共生社会創造センター）

分 担 者 等：平山世志衣（横浜 LCA 環境教育研究会）

　　　　　　中山　　穣（東京大学環境安全本部／横浜国立大学・リスク共生社会創造センター）

　　　　　　一石　浩司（よこはま水素エネルギー協議会）
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ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
ȁ都市イノベーション研究院に所௺するˏつの研究৒がࣣ同で、横ଌٖ三׆地域をచયとする地域連携ম業をौා度から

行っている。ߓ体的には、その活動はĳıĲķා度に神奈川ࡇのম業「ࡢ଻あ͏れる地域づくりম業」にन఼され(ౙා度)、

౓࡫地域のठ୆・エ΋ηュージアθ活動の連携・Ⴄঃ的࠺௮໤の༗存ਘ໘活ဥのˏつの関連しࣣう活動を行って̧た。ま

た、ĳıĲķා度のഷ中から地域の方șにも͍ࡤかけてࣣ同で情報۟࢐する「みうらからは̲める研究会」を組織し、ĲĲ࠮に

第Ĳٝの、ˏ࠮に第ˎٝの研究会を地元でٳटした。

ȁĳıĲĸා度はĳıĲķා度の活動をࠑ௽さ̵、ා度ྎに研究会を行うのを࿒ດに、成果の情報発信を行ったり、発ജ的・؊

ဥ的な活動を行い、人ઁࡘ࢛でේむ横ଌٖ三׆地域の新たなΫジョンࠁ成やネΛトχーク構ಃをすすめている。

何が「NEXT」か
○新しい地域再生モデルの構築

ȁ ȁ౓࡫地域のठ୆・エ΋ηュージアθ活動の連携・Ⴄঃ的࠺௮໤の༗存ਘ໘活ဥというĴつの։なる୺࿝ႀ域にまたが

り、地域ਯ民、NPO、地域ম業৪(࠺ಃزなど)、市役所、࢖共ঔ設ۯၑ৪などの、さまざまな地域アクΗーと連携して

活動することで地域ठ୆͒の਀がかりを模॑。

○地域再生モデルのグローバル化

ȁ ȁこうしたロー΃ルな動̧は、たとえば࣭ष機関とも͍ࠫつくことでΈローバルなၠれ͒とೄ୪୪௽することが可能であ

り、൚研究会の活動のなかで、そうした可能଻も模॑している。

ȁ ȁĳıĲĺා࣭षฎ໤܁会݈にषして、三׆฼ോまる̮とฎ໤܁連၁会でエ΋ηュージアθのχークショΛプΜアーをည౿し

͢うとْࠗ中。

学外連携先
神奈川ࡇ横ଌٖ三׆地域ࡇଽ௙ࣣΓンΗー ȟ 横ଌٖ市役所 ȟ ྔయ会܁༗存活ဥ推進協݈会 ȟ 三׆฼ോまる̮とฎ໤

連၁会 ȟ ̤̤くすエ΋ηュージアθの会܁

その他
ũttűŴĻİİŸŸŸįŧaŤebŰŰŬįŤŰŮİŮiuraũtİȁ（研究会ŧaŤebŰŰŬ）

④ みうらからはじめる研究会

活動代表者：高見沢　実（都市イノベーション研究院）

分 担 者 等：大原　一興（都市イノベーション研究院）

　　　　　　大野　　敏（都市イノベーション研究院）
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⑤ 都市の自然環境とひとの生活

横浜国大 Next Urban Lab 「都市の自然環境とひとの生活」 

11月の公開セミナー 
日時︓ 2017年11月 27日（月）16:15－17:45 
場所︓ 横浜国大・環境情報１号棟・314室（S7-5） 

    学部生や学外者も参加できます 

 

公園利用がつくる都市の里山 

岩知道優樹（佐々木研究室） 

キャットセラピーと地域連携（仮題） 

安野舞子（高大接続・全学教育推進センター） 

 
 
今後の予定︓ 12月 18日（月）及川研究室，小池研究室︔ 1月 29日（月）外部ゲスト 

趣旨︓都市の自然と人間の関わりについて研究し，自然とともにある未来の都市をデザインします． 

特に社会やひとの心など，ひとの生活にかかわる側面と自然環境とのかかわりに注目します． 

メンバー︓佐々木雄大 研究室，安藤孝敏 研究室，及川敬貴 研究室，小池文人 研究室 

http://vege1.kan.ynu.ac.jp/natlife/ 

ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
ȁιンバー間の݈აを高めるためもあり、持ちٝりでٳ࢖Γη΢ーを行っている。ĲĲ࠮のٳ࢖Γη΢ーでは「׬࢖၌ဥがつ

くる都市のၖ山」、「΅λΛトΓラάーと地域連携」のდ題提ރがあり、学ٸ৪（ˏྴ）を܄めてĲĳྴが४حした。Ĳĳ࠮の

から「の取り組み͒ޏਲြからのুட۪」಴ఆは୆໤多အ଻地域୽ၞをॐ定しないのかȁȽߊΓη΢ーでは「な̶市ٳ࢖

の一ࣉख़Ƚ」̤͢ 「͍イΤの散༜ルートとႂ地۪ޏ」をထ定している。１࠮にはٸ部の࣒঍ˏྴをઉᥝしたٳ࢖Γη΢ーを

行うထ定である。

何が「NEXT」か
ȁ都市のুடと人間の関わりについて研究し、ুடとともにあるྚြの都市をデΎインする。特に社会や͌との૤など、͌

との୆活にかかわる௰面とুட۪ޏとのかかわりにಕ࿒する。行ଽのための課題ٜ̺ࠨけでなくຽ೒のਯ民のための研究

਑ါも意識する。ଲٮに೒̲る一๊଻を持った成果も࿒ঐし、ଲٮに࢜けた研究成果の発信を行う。

学外連携先
ȁ研究τベルでは横浜市などと協ႁしている。ĲĲ࠮のٳ࢖Γη΢ーには地元の地域ネ΋の౬体の方șが४حし、ਯ民の立

場からの݈აも行われた（行ଽΣーズとは֑いがある）。

その他
ũttűĻİİŷeŨeĲįŬanįźnuįaŤįūűİnatliŧeİȁ（γーθβージ）

活動代表者：小池　文人（環境情報研究院）

分 担 者 等：及川　敬貴（環境情報研究院）

　　　　　　安藤　孝敏（環境情報研究院）

　　　　　　佐々木雄大（環境情報研究院）
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ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
ȁ本ξΣΛトは、地域のث౵（ロー΃ル・ブランド）の体ࠏ化・構௮化̤͍͢、それらを基にした新しい地域のບثঐດの

構ಃを࿒的としながら、ॲۗ学（横浜࣭立大学、横浜市、NPO法人横浜΋ηュΣティラボ、৹਀࠺ಃز）に͢る多အなι

ンバーシΛプのもと研究を進めている。

ȁߓ体的には、ĲĺĹı・ĺıාయの横浜市でै成された「地ߊ΃ルテ」にಕ࿒し、঩ၳਓ集̤͍͢ΪアリンΈ等に͢り、「地

。൦している࠿બするとともに、意݅・問題തについて࠿いながら״にٳについて横浜市のଽॐのജࠊ΃ルテ」ै成の෸ߊ

また、そこでංられた౶見を基にষଲయの地域ບث਀法のあり方を構ேする（࠿൦中）。

何が「NEXT」か
ȁ本ξΣΛトのষଲయ的な特ಭはոئのˎതにါ࿩される。

①「地域の価値評価（研究）」と「地域計画・デザイン（実践）」を架橋する、産官学による次世代の研究・実践体制
ȁ ȁ地域ບث・ْࠗに関して学੅的・୺࿝的な౶見をခする横浜࣭立大学（大学）、地域ْࠗのॐ定主体としての横浜市（行

ଽ）、ْࠗ・デΎインの実践৪としてのtŰŮitŰ arŤũiteŤtureĭ Μバιアー΅テクΜ（৹਀࠺ಃز）、行ଽと市民をつな̪活

動を推進する横浜΋ηュΣティデΎイン・ラボ（NPO法人）という多အな主体の連携に͢り、地域ບثの਀法をߓ体的な

ْࠗ・デΎイン͒とഐဥ・؊ဥすることので̧る、研究・実践体ଷを構ಃしている。

②横浜市が構想する「リビングラボ」という多主体協働の場と連携した、新しい地域拠点の創出
ȁ ȁ横浜市、̤͍͢横浜΋ηュΣティデΎイン・ラボが構ேしている、横浜型の「リΫンΈラボ」（行ଽ、市民、企業、大

学とのచდ・協働の場）と、本ξΣΛトの活動が連携。本ξΣΛトでංられた౶見を、地域社会に̤ける݈აのঐດとし、

デーΗに基づくث౵の共ခとْࠗ・実践を୪௽する新しい地域ْࠗのݶതのあり方を提示する。

学外連携先
横浜市ଽॐ （ޫ関࢛ઍࢨ）ȟ tŰŮitŰ arŤũiteŤture（ຶז๼༗）ȟ Μバιアー΅テクΜ（山ൽఽ人）ȟ 横浜΋ηュΣティ

デΎイン・ラボ（଩׆ဉਏ）

⑥ ローカル・ブランド・ラボ

活動代表者：藤原　徹平（都市イノベーション研究院）

分 担 者 等：藤岡　泰寛・吉本　憲生（都市イノベーション研究院）

　　　　　　関口　昌幸（横浜市・政策局）

　　　　　　冨永　美保（tomito architecture）

　　　　　　山道　拓人（ツバメアーキテクツ）

研究会の風景
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ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
ȁ本ξΣΛトは、地域の実情やΣーズに؊̲た̧めळやかな࢐೒΍ーΫスと、それを支える情報システθの企ْ、デΎイン、

実બ実ࡑ、社会実௡までのプロΓスを包括的に支׳することで、人șの֊動に関する課題をٜࠨし、地域の持௽可能଻を

。ષさ̵ることを࿒ঐしている࢜

１．�代替案の立案・評価に資するオープンデータ基盤の開発と実装
ȁȁ ӱ࢐೒΍ーΫスయఢմの立մ、Ӳయఢմのমஜບث（࢘果のထ௶）、ӳయఢմのমࢃບث（モΣΗリンΈ）に঩する

「PŅńł支׳デーΗ基๕」のٳ発に取り組ͭでいる。ࣽා度は、人࢛の分ືや人șの֊動に関する΂ープンデーΗを、

ۯ間デーΗに་۟し、共೒の定݅で一元的にߗにഐした分ٜ能（ĶıŮιΛシュ）のثや౬地などのスΉールでのບߊځ

ၑするための「΂ープンデーΗൡࣣ化Μール」のプロトΗイプをٳ発した。この取り組みは、「ۗ民デーΗ活ဥ推進ૄ႕」

に基づく横浜市ଽॐޫ共஻推進৒との協働プロジェクトであり、同市に͢るచٸ的なPœの場（市民χークショΛプ等）

で度șતٚされている。

２．横浜の郊外地域における新たな交通手段選択肢の提案と実装
ȁȁ ષܱ１のデーΗに基づいて֊動の問題が૬࣫なࣕٸ地域をಒ出し、同地域の集ࣣਯ఺౬地などをచયに、࢐೒΍ーΫ

スయఢմの提մ、実બ実ࡑ、実௡までの一連のプロΓスを包括的に支׳する。ࣽා度は、ࣕٸਯ఺地の高齢৪等の

行型の઺ࣣ࿶௣を組みࣣわ̵た「ΧイブリΛド・モ׋೒΍ーΫスとして、΃ーシェアリンΈとু主࢐のための׳出支ٸ

Ϋリティシステθ」の概念設ࠗを行い、そのプロトΗイプに͢る実બ実ࡑをYNU΅λンΩスඤで実ঔするための੔๵を

進めている。

３．交通サービスの持続力を高める情報システムの開発と実装
ȁȁ 都市ඤの各ਅ࢐೒΍ーΫスの׋ဥを࢘ၚ化し、၌ဥ৪にとってのঀいやすさを高いτベルで実࡛する く͓、その基๕と

なる情報システθの構ಃに取り組ͭでいる。ࣽා度は、YNU΅λンΩスをテストベΛドに、։なるম業৪のバス׋行情

報の一元的なນ示機能と、ไဥ地଎にはນ示されないॾळな೒Ⴙを܄む΅λンΩスඤのര༜ࠐႹ΢ΫΊーション機能

を๵えた、「YNU΢Ϋアプリ」をٳ発し、学୆・教૖員をచયとしたアプリのদٳ࢖ࡑを行った（ĳıĲĸාĲĲ࠮Ĳĸ඾ プ

τスリリース）。

何が「NEXT」か
ȁષ੆１の取り組みは、ŊŰŕやłŊのܿ੅ڟ新とΫΛΈデーΗのಇୟがݢ௸に進むなか、「デーΗを実社会の課題ٜࠨにいか

につな̬るか」というड大の課題͒の実践的なΙλτンジである。その第１౮としてٳ発した「΂ープンデーΗൡࣣ化Μール」

は、࣭ସ಺औやࠐफΓン΍スなどのࠁ৆の։なる΂ープンデーΗを、新たなպ置ܱ੆体ࠏ「N΋ード」に͢って一元化し、

ňŊŔ（地ၑ情報システθ）に͢る可ণ化とယօなڥけࣣわ̵を可能にするものである。ષ੆の「N΋ード」は、֌度ࠐ度とۖ

஠にାࣣしたξΣバー΍ルなպ置ܱ੆体ࠏであり、࣭や地域やࢊ࡞にջ存しないため、ଲٮ中の΂ープンデーΗをൡ一的

にեうことがで̧、΂ープンデーΗの活ဥ可能଻を「͌とつષのষ元」に̧֨ષ̬るஆ在ႁをခしている。

ȁൡࣣ化された΂ープンデーΗは、それু体が都市の࡛ޙ૷౯や、యఢմのॐ定などに活ဥされංるとともに、ŊŰŕに͢る

動的な（ΫΛΈ）デーΗを΂ーバーτイ（ਹ͇ࣣわ̵）するための「基๕」としての役割も果たす。

ȁષ੆ĳの取り組みは、ઁঊ高齢化とߗ൸化の進む大都市ࣕٸ地域のモΫリティ（֊動可能଻）をږ༗し、高齢৪など֊

動৻৪のٸ出を௯進することで、人șを͢りࢫ࠲にし、΋ηュΣティをཅかにし、まちに活ႁをもたらすことをΌールとして

いる。本ξΣΛトが提մする「ΧイブリΛド・モΫリティシステθ」は、΃ーシェアリンΈとু主׋行型઺ࣣ࿶௣の一体化、

ņŗのಇഩ౻に͢るഩႁݯރհ定化、઺りߗ̨ࠑ間のཡ災ݶത化など、։なるໝ数の都市機能がဏࣣした、多ڙ的な社会

⑦ モビリティと情報のローカライゼーションユニット

活動代表者：中村　文彦 理事／副学長（都市イノベーション研究院）

分 担 者 等：田中　伸治 准教授・有吉　　亮 特任准教授・三浦　詩乃 助教
　　　　　　（都市イノベーション研究院）

　　　　　　西岡　隆暢（産学連携研究員，都市イノベーション研究院）

　　　　　　榎本　拓真（学術研究員，九州大学共進化社会システム創成拠点）
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図３：YNUナビアプリのインターフェース

● オープンデータ統合化ツール（H29年度活動成果）

図１：オープンデータの統合化イメージ

図２：集中豪雨発生率が高い時間帯の人口×
斜面崩壊ハザードマップ

● YNUナビアプリ（H29年度活動成果）

。೒΍ーΫスとしての持௽可能଻も౜༗される࢐、果をड大化することで࢘౵஻出システθである。その͢うにして๯ဥث

ȁષ੆Ĵの取り組みは、スマートフ΁ンやŔNŔがຽݞし、アプリがบ発的に௩え、情報ً多になりつつある࡛యの、そのষ

のশయを見ନえた提մである。ある地域をངれ、త在・ٝဋし、そこからݲるのにຈါな情報をੈ༆し、͌とつに集࿩し、

わかりやすく、࢘果的に、ഐ୨な෾体をဥいて提ރすることで、「スマγを持ち༜かなくても֊動にࣾらない都市」の実࡛

を࿒ঐすものである。本ξΣΛトではま̴、スマートフ΁ンをٚした࢐೒情報の提ރに಍࿒し、「１࢐೒਀౲１アプリ」から「１

地域１アプリ」͒と、΍ーΫスの΋ンΓプトを་ڟする。その΋ンΓプトの一部を࡛ߓ化した「YNU΢Ϋアプリ」は、ষଲ

యの࢐೒情報提ރのあり方を示ऐするڟ新的なモデルであるといえる。

ȁոષの取り組みから୆み出されるث౵はい̴れも、市民や行ଽが抱える課題に研究の಍ேをංて、ソリューションを構ಃ

し、ೄにさわれるかたちで市民や行ଽ͒とۺ元することに͢ってもたらされるث౵である。Next Urban Labの活動を೒̲

て、ȸ地域から「౶」のਅをංて、地域にその「実」を༵̬るȹという役割が、ু ఈ共に෇める本学のਹါなアイデンティティー

となることを期待したい。

学外連携先
തȁŕņLĻ ıĺĳĮĹıĳĮķķĸĸݶਗ大学共進化社会システθ஻成߇

その他
横浜࣭立大学  ࢐೒と都市研究৒

ũttűĻİİŸŸŸįŤŷŨįźnuįaŤįūűİňĵİ

横浜࣭立大学  ńOŊ΍テライト

ũttűĻİİŤŰiĮtŮŴįźnuįaŤįūűİ

തݶਗ大学共進化社会システθ஻成߇

ũttűĻİİŤŰiįŬźuŴũuĮuįaŤįūűİ



ユニット活動概要Next Urban Labユニット活動概要Next Urban Lab

12



ξΣΛΠڰ൲ٽါNext Urban LabξΣΛΠڰ൲ٽါNext Urban Lab

13

 ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
ȁ横浜市には、市立༗育׬がĹı׬ある。横浜市こども୒ઁාޫঊ育て支׳部༗育・教育א׋課౜൚߸長の協ႁをංて、

஠׬長（Ĺıྴ）̤͍͢஠໗׬長（Ĳĵྴ）にৗ問ঞ಺औを実ঔした。ĺĴྴからٝ൞がංられた。಺औ࿒的は、׬に̤ける

చ؊にߎၪする༗ࢌ৪に関する、ࣾりۜ、๦໺ۜ、చ؊ࡑࠐ、等である。చ؊にߎၪする༗ࢌ৪と関わったࡑࠐがない、

ˎ長は１Ȅ׬ ྴにၣまっていた。つまり、༗育࡛場でडも૬࣫になっているのは、చ؊にߎၪする༗ࢌ৪͒のచ؊である。

 何が「NEXT」か
ȁौࣽ、多くの組織集౬はΩーソ΢リティવがい߹࢜がある人໤とのచ؊でߎၪしている。こういった人໤と関わると、た

とえୈ神的にࢫ࠲であってもストτスがಇୟされ、ࢫ࠲がఅなわれる場ࣣが多く見られる。ঊどもをဖかるਹいୣහを໅っ

ている༗育׬׬長も同အである。࡛在、多くの༗育׬に૶機能が֋持で̧ない、ୈ神的ྚ੃でࠣしいۜ情を示す༗ࢌ৪が、

はその実ఠをྶらかにし、ୈ神分ଢ଼学ၑაに基づいたచ؊法を構ಃし、༗育࡛ࢃࣽ。঱の૶としてઁなから̴実在する׬

場に役立つ΄イΘンスを行っていく。

⑧ 官学リエゾンが果たす保育現場支援

活動代表者：井上　果子（教育学部）

分 担 者 等：清水　淳子（横浜市中区こども家庭支援課・竹之丸保育園 課長園長）( 実施協力者）
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ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
● 学ඤの分౜৪でĲı࠮とĲĲ࠮にˎٝの੔๵ηーティンΈを実ঔ

● ࣽා度の活動テーマ（地域に̤けるٸ٬にルーΜを持つਯ民との共୆）に関してඤယのୈᣰ化

●  ĳ࠮Ĳĵ඾に΅Λク΂フ χークショΛプを実ঔ

何が「NEXT」か
ȁ൚ξΣΛトに関して࡞えば、ˎつの活動の特ಭを持つ。一つは学ඤの人的リソース（教員・院୆・学୆）の୺࿝౶識やロー

΃ルネΛトχークを୆かして、地域共୆とかかる諸課題の地域社会での共ခや、ఈ地域での୶進的取り組みのતٚを行い、

地域課題ٜ͒ࠨの୶൵的役割を果たすことである。特に地域課題に関してა໲やインΗーン等に取り組 でͭいる学୆や院୆

のୟޭ的な४حを࿒ঐしている。もう一つは社会学͍ݞႋ୪分࿤の研究成果の集ୟと可ণ化である。社会ش学諸分࿤はࡢ人

研究が多いことから、多အな関૤を持つ教員やそのঐ൵学୆の研究業ୡは、組織として可ণ化することがඳしい。それにచ

し、൚ξΣΛトは、それらࡢșの研究を集࿩・集ୟし、地域連携活動として可ণ化・ٳ࢖する機会を஻出することをদみる。

ȁ地域に関する教育・研究・連携のためのプラΛトフ΁ーθを構ಃすることを࿒ঐしている。

⑨ 地域社会共生ユニット
活動代表者：齊藤　麻人（都市イノベーション研究院）

分 担 者 等：藤掛　洋子・松本　尚之・鎌原　勇太・三浦　倫平・佐藤　　峰

　　　　　　（都市イノベーション研究院）

　　　　　　小ケ谷千穂（フェリス女学院大学文学部コミュニケーション学科）

　　　　　　 山根　俊彦（NPO 法人多文化共生教育ネットワークかながわ理事，都市イノベーショ

ン学府・都市イノベーション専攻）

多文化共生社会へのアプローチ
―現状と展望―

総合司会：齊藤 麻人（横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院　教授・地域社会共生ユニット代表）

基調講演

高橋 清樹　（ＮＰＯ法人多文化共生教育ネットワークかながわ事務局長）

「定住外国人の若者の困難な社会参加の状況

   　　～なぜ、大学は留学生のみに視点が行くのか？～」

研究発表
山根 俊彦　（ＮＰＯ法人多文化共生教育ネットワークかながわ理事・横浜国立大学大学院都市イノベーション学府博士課程後期）

「＜当事者＞とは誰か―外国人支援と多文化共生教育をめぐって―」

岩住 彩加　（横浜国立大学教育人間科学部人間文化課程）

「新大久保に集まる人々　～地域の変容と多文化共生～」

田島 南実　（横浜国立大学教育人間科学部人間文化課程）

「滞日ムスリムと慈善活動　―海老名モスクの事例から」

全体討論

「多文化共生への取り組みは日本社会の多様性を促進するか？」

モデレーター：藤掛 洋子（横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院　教授）

コメンテーター：小ヶ谷千穂（フェリス女学院大学 教授）ほか

キックオフワークショップ

主催：地域社会共生ユニット（横浜国立大学地域連携推進機構　Next Urban Lab）

問い合わせ先：齊藤麻人　saito-asato-nb@ynu.ac.jp 

2018 年 2 月 14 日（水）

午後 2 時～ 5 時（午後１時半開場）

エネルギーセンター
Y-GSA Power Plant Studio

（横浜国立大学構内）

参加無料・予約不要

ACCESS

〒240-8501

横浜市保土ケ谷区常盤台 79 番

横浜国立大学までのアクセス情報は、

公式ホームページをご覧下さい

www.ynu.ac.jp/access/index.html

横浜国立大学正門・南通用門より徒歩約 10 分

〒240-8501

横浜市保土ケ谷区常盤台 79 番

横浜国立大学までのアクセス情報は、

公式ホームページをご覧下さい

www.ynu.ac.jp/access/index.html
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⑩ ヨコハマ海洋環境みらい都市研究室

活動代表者：松田　裕之（環境情報研究院）

分 担 者 等：信時　正人（都市イノベーション研究院・客員教授）

　　　　　　野原　　卓（都市イノベーション研究院）

　　　　　　吉田　　聡（都市イノベーション研究院）

　　　　　　中村　由行（都市イノベーション研究院／海センター長）

　　　　　　秋元　康幸（横浜市温暖化対策統括本部　担当部長）

ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
ȁπ΋Χマ٬ဢ۪ޏみらい都市研究会（UŅńĮŔņł）は஠࣭のUrban ŅeŴiŨn ńenterの一۪としてĳıĲĶාĲĲ࠮に発௷し、

ボランティアで४حする多数の横浜市૖員とともに地域活動を౜う学ٸ関߸৪と連携し、ӱ୆ఠ（ઐന）、Ӳまちづくり（࿤

した活動を௽けている。஠࣭ح会を設けて学୆も४شӴπ΋Χマ٬ဢ市民大学のĵ分、（ന݌）ӳठ୆可能エネルΆー、（ࡔ

のUŅńネΛトχークと連携、活ဥし、۪ྚޏြ都市̤͍͢٬ဢ都市をດᖬする横浜市͒のଽॐ提࡞を࿒ঐす。本ξΣΛト

はその学ඤݶതとして、各分ش会間のၠ࢐の඾ુ化とともに、٬ΓンΗーを೒̲ॲۗ学連携の٬ဢ都市横浜うみ協݈会と

の連携を଎る。࡛在、ոئの;ェブ΍イト̤͍͢ŇaŤebŰŰŬ΍イトを設けている。

ȁũttűĻİİeŤŰriŴŬįźnuįaŤįūűİŮatŴuťaİUŅńĮŔņłįũtŮl  ̤͍͢、ũttűŴĻİİŸŸŸįŧaŤebŰŰŬįŤŰŮİUrbanŅeŴiŨnńenterŔņłİ

何が「NEXT」か
ȁ地方ুহ体の取り組みを持௽可能なٳ発࿒ດ（ŔŅňŴ）の໲ྤでとらえな̤し、新たな「まちづくり」のためのॲۗ学民

連携のネΛトχークづくりに࣓ࡃする。市の行ଽ౜൚৪、学ٸの民間を܄むネΛトχーク（ِșの႕ではUŅńĮŔņł）とྟに

連携し、行ଽঔॐを܄めたこのネΛトχークに঩する研究面での࣓ࡃなら͍にခ識৪としてდしࣣいの場のଲდ役をྩめる。

学外連携先
ਝ元ȁࢨࢫ（横浜市أ౰化చॐൡ括本部 ౜൚部長） ıĵĶĮķĸĲĮĳķĲĵ

その他
ũttűĻİİeŤŰriŴŬįźnuįaŤįūűİŮatŴuťaİNņřŕUİinťexįũtŮl



ユニット活動概要Next Urban Labユニット活動概要Next Urban Lab

16

横浜国大地域連携推進機構Next Urban Labユニット
「ヨコハマ海洋環境みらい都市研究室」

発足メンバー：松田裕之 （環境情報・教授）

野原卓（都市イノベ・准教授）

吉田聡（都市イノベ・准教授）

中村由行（都市イノベ・海センター）

信時正人（都市イノベ客員教員）
学外協力者：秋元康幸（横浜市温暖化対策統括本部）

全国まちづくり会議2017 (10/8横浜市大)

任意団体UDC-SEAと連携

• ヨコハマ海洋環境みらい都市研究会（UDC-SEA）は全国の
Urban Design Centerの一環として2015年11月に発足し、ボラ
ンティアで参加する多数の横浜市職員とともに地域活動を担

う学外関係者と連携し、

• ①生態、②まちづくり、③再生可能エネルギー、
• ④ヨコハマ海洋市民大学の4分科会を設けて学生も参加した
活動を続けている。全国のUDCネットワークと連携、活用し、
環境未来都市および海洋都市を標榜する横浜市への政策
提言を目指す。本ユニットはその学内拠点として、各分科会
間の交流の日常化とともに、海センターを通じ産官学連携の
海洋都市横浜うみ協議会（うみ博）との連携を図る。

2015/10/24UDC SEA発足大会

第１分科会(松田)．きれいな海、
豊かな海、海を楽しもう！

• 主な取り組み
– 海藻
– 海のごみ
– 海洋生物、
– ブルーカーボン、
– ブルーリソース
– 魚食、
– スポーツ（SUP、ヨット、トライアスロン）

UDC-SEA ～ ヨコハマ海洋環境みらい都市研究会～

4
ブルーエコノミー

http://yokohamasup-club.com/

http://www.skybus.jp/

http://www.seaparadise.co.jp/

UDC-SEA第2分科会(野原卓)
国際海洋環境都市としてのまちづくり

1. 海と陸の接点を魅力を考える
– ウォーターフロント・水辺空間の市民・創造的活用

2. みなとの価値づくり（産業）を考える
– モノづくり・新産業・環境産業などとの連携

3. みなとのつながりを考える
– インバウンド・地域連携・丘と海の連携

→インナーハーバー再生へ
水辺からのアプローチ
「ガワ－アン化」による未利用護岸の存在

UDC-SEA第３分科会(吉田聡)
海は大きなエネルギー源

目標「山下ふ頭再生可能エネルギー利
用直流グリッド特区」
再生可能エネルギー技術、

省エネ技術、直流グリッド技術の地区
まるごとショーケース化、
その技術研修も含めたMICE 拠点化
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ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
ȁ本プロジェクトは、࣭ष都市・横浜に̤いて横浜࣭立大学と横浜（௙体）との連携共஻を࿒ঐすプロジェクトであり、߃

ාはとくにষࣜに੆͓る「ΫジΗーの都市」にઙതを൚て活動をജٳしている。

ȁĳıĲĲාの発௷イベントでは、ႅ໲ঊ横浜市長ুらの「もっと横浜」୹࡞४حນྶ੥をいた̧̺、そのࢃ、山׬࢖ئでの

ˑ度の社会಺औをは̲め、׵࣒会（ޘ೤૲࿟ঙ、ႝ ࿐૝ढ横浜市໗市長Ȯ൚শȯ、ࣽ ໛ၨఊঙ、࿐ئೄ෗ঙ、΂Λトー・Ϋー

バঙ、高山ྶঙ、中ఆგࠃঙ）、横浜۷࢕΋ンベンション・Ϋューローとの連携࣒݅、山਀・ୌဢ܁での਎業、スΗディΜ

アーなどの活動をജٳしている。ड߃ˑා度で活動に४حした学୆・院୆の͓װ人数はĲĳııྴをקえる。

ȁĳıĲĸා度は、ĸ࠮ĳĺ඾にŊœည౿や࣭ٸ人۷ݖ࢕ည౿の設問を܄めた社会಺औ「横浜を͢り͢いまちにするために」を実

ঔして̤り、Ĳĳ࠮ĳı඾にはޘ೤૲࿟ঙの˒ා͐りの׵࣒会「大िのځはどうなっていくのか―――都૤ठ୆、エリアマネジ

ιント、そしてྔฎ͒࢜けて」をٳटする。これらの成果をා度ྎに報࣬੥にまとめるထ定である。

何が「NEXT」か
ȁ都市はਯ民のためのものか、ΫジΗーのためのものか―――。この「都市は౗のものか」という問いは、ࡣくて新しいも

の̺が（な̤ၰ৪は元ș、二ၙ෸฽ではないが）、とくに߃ාは人ࡘ࢛社会という大ஜ提のなか、۷࢕インバ;ンド、Ŋœည౿、

ŎŊńņ、企業ည౿、࣭ٸ人Ⴛ働৪や֊民のၠවといった一連のণതから、「ΫジΗーの都市」「ΫジΗーの都市としての活଻

化また問題ٜࠨ」という社会的ါ୏が、ྚြ͒の大̧な課題としてઙത化している。

ȁ൚プロジェクトは、࡛ޙに̤いてもႤঃ的な成立ࠐ֌からしてもそのါ୏がडもઙത化したయນ的都市である横浜に̤い

て、ྚြ的課題に取り組むものであり、それがプロジェクトの「Nņřŕ」である。

学外連携先
ॲ業୽ၞ研究所長。大ि࢕問。大िຸ立大学教਎・۷ࡺ問、大ि市特༆ࡺ೤૲࿟ঙ（大िຸ特༆ޘ部アドバイΎーȇٸ

ຸ市໲化૦ޟ会݈会長、ނ都۷࢕૦ْࠗޟĳıĳıマネジιント会݈տ員長）

その他
ȁ൚プロジェクトではා度ྎに成果報࣬੥ॗঊをۏ行して̤り、それが成果࢖ນと社会的な情報共ခ・ࢩ報活動のਹါな

中૤となっている。ĳıĲķාにはȸ඾本ࠐफ新໳ȹঞ面でも報࣬੥のことがとりあ̬られた。

ũttűŴĻİİaŮeblŰįūűİŮŰttŰĮźŰŬŰũaŮaİȁɦ基本的にイベント࣬౶の࿒的にのみঀဥ（もっと横浜プロジェクトא׋মྩޫのブロΈ）

⑪ 「もっと横浜」プロジェクト

活動代表者：川添　　裕（都市イノベーション研究院／都市科学部／教育学部）

分 担 者 等：大須賀史和（都市イノベーション研究院／都市科学部／教育学部）

　　　　　　小宮　正安（都市イノベーション研究院／都市科学部／教育学部）

「もっと横浜」プロジェクト
成果報告書2016・2017

「もっと横浜」プロジェクト社会調査
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ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）

ȁ第ˑ期ش学ܿ੅基本ْࠗにある΍イバー・フィジ΃ルဏࣣの಼スマート社会の΍ーΫスプラΛトフ΁ーθとそれをॲ学࢖民

協働の地域連携に実践的に活ဥする਀法を研究ٳ発することを࿒的とする。そのΩイロΛトモデルとして横浜市の۪ྚޏြ

都市づくりの中ݶړതである、みなとみらいĳĲ地ߊをచયとして、同市がĳıĲĵාにॐ定した「みなとみらいĳıĶıプロジェ

クトアクションプラン」に״ったまちづくりを、ड新の౶見、研究成果をࠫ集してଲٮड୶進のྚြ都市「಼スマート都市」

を実࡛することを࿒ດとする。ߓ体的には、同アクションプランのಔであるエネルΆー、Έリーン、エ΋・モΫリティ、アク

ティΫティの面からの੿ြ௨を࠿൦するために、情報೒信ܿ੅の๲࿬的な発ജを෸ࠊとした、಼スマート社会型のエリアマ

ネジιントΜールとなる地域ŊńŕプラΛトフ΁ーθ「ńźber PũźŴiŤal ńitź ŔźŴteŮ (ńPńŔ)」を構ಃし、ΓンシンΈやシηュ

τーションܿ੅、情報೒信ܿ੅をߐঀしながら、エリアの実ఠをش学的・۷ݖ的な情報に͢って見える化・共ခ化で̧る͢

うにし、多分࿤の研究৪、地域に関わる多主体のステークγルΘーが、エリアの੿ြのデΎイン、マネジιントについてບث、

意এࠨ定する仕組みをつくり、実践的な分࿤横౯、໲ၑဏࣣ研究を行う。

ȁ本活動の༦体となるのは、YNU研究ݶത「地ޏ۪ݩచ؊型のྚြ都市デΎイン研究ݶത」を推進するĳıĲĳා˓࠮に設

立されたॲ学࢖に͢る「地ྚޏ۪ݩြ都市研究会」である。同研究会では、横浜市۪ྚޏြ都市推進課、̤͍͢みなとみ

らいĳĲ推進課、みなとみらいĳĲ地ߊのエリアマネジιント組織（一社）みなとみらいĳĲといった、実षのフィールドの関߸

৪とのྟな連携関߸を構ಃして̧た。また、学ඤでは都市イノベーション、۪ޏ情報、࣭ष社会ش学の各研究院、都市ش

学部の໲ၑにわたる研究৪が連携をইめている。࡛在は、エ΋ロジー、エネルΆー、ŊńŕプラΛトフ΁ーθなどの研究部会

を定期的にٳटして、協働研究活動を行っている。

ȁ൚面、ոئのテーマで実践研究に಍਀している。また、「地ྚޏ۪ݩြ都市研究会」のιンバーに͢る研究活動、情報

共ခ、情報発信のためにոئの活動やא׋を行っている。

【主な研究テーマ】
１ȅ ňŊŔに͢るˏষ元΍イバー都市ߗ間モデルの構ಃと活ဥに͢るŔźŴteŮ Űŧ ŔźŴteŮŴの΋ンΓプトに基づくŊńŕプラΛト

フ΁ーθ「ńPńŔ」構ಃに࢜けた研究

ˎȅ 人の行動のΓンシンΈ、モデル化とマルΙエージェント・シηュτーション等を活ဥした໹ુশ・๱ુশの行動ထ௶、

̤͍͢に̨わいあるհ஠なエリアのデΎイン・マネジιントに࢜けた研究

⑫ 地球環境未来都市YNU拠点と
みなとみらい21地区の連携研究ユニット

活動代表者：佐土原　聡（都市イノベーション研究院）

分 担 者 等：大原　一興（都市イノベーション研究院）

　　　　　　中村　文彦（都市イノベーション研究院）

　　　　　　吉田　　聡（都市イノベーション研究院）

　　　　　　野原　　卓（都市イノベーション研究院）

　　　　　　稲垣　景子（都市イノベーション研究院）

　　　　　　長尾　智晴（環境情報研究院）

　　　　　　岡嶋　克典（環境情報研究院）

　　　　　　濱上　知樹（工学研究院）

　　　　　　田名部元成（国際社会科学研究院）

　　　　　　居城　　琢（国際社会科学研究院）

　　　　　　池島　祥文（国際社会科学研究院）

　　　　　　ほか，学外者
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ˏȅ 地أݩ౰化にともなう੿ြ࢓ܨデーΗのΘ;ンスΉーリンΈに͢る、みなとみらい １ˎ地ߊの੿ြأ෎۪ޏのમळထ௶

と、それを͏まえたエネルΆーシステθ、ؚٸ༜行ߗ間、Έリーンインフラの੟෎۪ޏഐ؊デΎインに関する研究

【研究会活動と運営】
１ȅ研究会ιンバーの情報共ခのためのクラ;ドに͢る情報εーΗル۪ޏ構ಃ（łrŤňŊŔ΂ンラインを׋ဥ中）

ˎȅエ΋ロジー、エネルΆー、ŊńŕプラΛトフ΁ーθ研究部会のٳट、シンεジ;θٳट

ˏȅ研究会εーΗル΍イトのא׋

何が「NEXT」か

ȁ第ˑ期ش学ܿ੅基本ْࠗが࿒ঐすŔŰŤietźĶįıの಼スマート社会を、都市をフィールドに実࡛することにΙλτンジすると

こͧが「Nņřŕ」とࣉえている。ड୶進の情報ش学のłŊ（人ࢥ౶能）やŗœ（バーΙλルリアリティ）などの研究成果、地ݩ

シηュτーΗ（スーΩー΋ンάューΗ）のࠗॳႁ、都市や地域づくり、۪ޏまちづくりの౶見を連携・ဏࣣして、ྚြの都市・

地域づくりをめざしていること、また、この͢うなまちづくりに意ဳ的な横浜市の中ړエリア「みなとみらいĳĲ地ߊ」をフィー

ルドに、同地ߊの方ș、͍ݞ横浜市の関߸部ޫと企業、研究৪に͢るॲ学࢖民の本ڒ的な連携、協働に͢る取り組みを行っ

て、ߓ体的なࠁになって̧ていることがఈにない特ಭである。

学外連携先

一๊社౬法人横浜みなとみらいĳĲ企ْ಺ା部 ȟ 横浜市都市ା๵ޫみなとみらいĳĲ推進課 ȟ 横浜市أ౰化చॐൡ括本

部۪ྚޏြ都市推進課 ȟ ࣭立研究ٳ発法人٬ဢ研究ٳ発機構（ŋłŎŔŕņń） ȟ Ժ඾立ୋै所 システθɕ΍ーΫスΫジネ

スൡ括本部 ۪ޏ推進本部 ȟ ԺņŔœŊジλΩン プラΛトフ΁ーθプロΘクトマネージιントΈループ

その他

ũttűĻİİŧutureĮŤitieŴįźnuįaŤįūűİ

横浜みなとみらい21地区でのステークホルダーとの研究部会
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ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
ȁ൚Δηの઀ႅ୷ࠃの研究をベースに੸ഝځの໘ޟにマーΉティンΈ実ྩに̤いて߃ාಕ࿒を集めている「Ιーθ・ブラン

ディンΈ」の਀法を؊ဥする਀法を࠿൦中している。そして、ࣽࢃはこれまでに共同研究の実ୡのあるഛؐ಴੸ഝځഝ主͒

の಺औを実ঔ中。これらの成果に基づ̧ဢ࢕రפஜ੸ഝځ活଻化ॐを提մする。

何が「NEXT」か
ȁ୞ࡔ・୞ （֔Ĳĺĺĳ）は、੸ഝځにはˎつのഌがいると੆͓て̤り、１つはスーΩーマーΉΛトやショΛάンΈモールなどのٸな

るഌであり、もう１つは੸ഝځഝ主がࠫ௵で̧ない等のၑဇに͢るඤ部からの༲ٟという意ྙでの「ඤなるഌ」である。ਲြの

研究では、੸ഝځのඤなるഌをどのအに取りੰくのかというതにచするࠨ定的なٜࠨॐを提示で̴̧にြた。本研究は企業に̤

いてボトθアΛプ型のブランディンΈの਀法を؊ဥするという新しい਀法をဥいてඤなるഌのક྽を࿒ঐす。

学外連携先
ഛؐ಴੸ഝځ協同組ࣣシルクロードഛؐ಴ ȟ Uœ都市機構 ȟ ဢ࢕రפஜ੸ഝځ΍ンモールဢ࢕ర

⑬ 洋光台駅前商店街活性化ユニット

活動代表者：鶴見 裕之（国際社会科学研究院）

分 担 者 等：大沼 雅也（国際社会科学研究院）

　　　　　　真鍋 誠司（国際社会科学研究院）

　　　　　　山岡　 徹（国際社会科学研究院）
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ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
ȁ都市ࣕٸではĲĺķıාయࢃ฼からĲĺĸıාయにݯރされた集ࣣਯ఺のठ୆が課題になっている。これらのਯ఺のྫ౯෎等

の೩い෎的଻能は、ݳਯ৪の高齢化にฺいΪートショΛクや෎中છのリスク௩大にもࠒがる。エネルΆーક๯ၾや΋ストを

ဲえつつ、ݳਯ৪のࢫ࠲や١ഐ଻の۷തからݳਯ۪ޏを࢜ષさ̵る͢うなਯ఺のࢵ新モデルを提示、ຽݞさ̵ることを࿒的

とする。

ȁߓ体的には、大規模٨ਘに͢ら̴ݳਯ৪ুらが஖఼可能な、ൃの۰օな౯෎٨ਘ方法やذのၵཔ方法の࠿બとȄ各ࢵ新

モデルのજエネルΆー଻Ȅજ΋スト଻に関するບثを行ったષで、ਯ民組織をٚしたຽݞ਀法についても実践的に࠿൦する。

何が「NEXT」か
ȁ長期ًࠐ集ࣣਯ఺が抱える課題はໝࣣ的でありȄأ෎۪ޏやજエネルΆーの௰面̺けではٜࠨされるものではない。社

会実௡をஜ提にໝࣣ的にٜくためには、学੅的にはໝ数分࿤との連携、多အな地元組織との情報共ခなど、これまでの研

究਀法そのものを་えるຈါがある。また、その成果を発信する場や、（新たな研究成果としての）ບثのあり方もౝるຈ

ါがある。これらが「Nņřŕ」にࠒがるのではないか。

学外連携先
Uœ都市機構 ȟ 横浜市࠺ಃ （ޫਯ఺ठ୆） ȟ 横浜市أ౰化చॐൡ括本部（۪ྚޏြ都市推進） ȟ ֙ঊߊ（ߊଽ推進） ȟ 

ऒ߃山౬地中؇地ߊ（ˏȡˑߊځ）ਯ఺ۯၑ組ࣣ

入浴習慣に関するカルテ

⑭ 長期経過集合住宅の健康・
低炭素配慮型再生居住モデル

活動代表者：田中　稲子（都市イノベーション研究院）

分 担 者 等：張　　晴原（都市イノベーション研究院）

　　　　　　藤岡　泰寛（都市イノベーション研究院）

　　　　　　【学外】尾神　充倫（UR都市機構）

　　　　　　　　　 小泉　雅生（首都大学東京・都市環境学部）

窓パネルの展示�＠左近山報告会
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ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
● ՞ߊऒ߃山౬地ではۯၑ組ࣣを中૤としたࢩ場づくりの取り組み、՞ߊߊଽ推進課・地元NPO・大学に͢る学୆ݳਯの

দみ、大学研究৒を中૤とした١ഐでհ૤な༥らしづくりの研究実践、学୆Έループを中૤としたਯ民ス΅ル活ဥ型Μー

ルの提մとଷैなどのໝ数の特૗ある取り組みが໼行して進 でͭいる。

● 本ξΣΛトでは、主に、（１）֊動৆ξΣΛト（΍΋モΫ）のଷै・活ဥに͢る૸߃なٸ出機会のڐ大、（ˎ）۰օਯ఺٨

ਘのࢥຳに͢るਯߗ間のհ஠・հ૤の࢜ષ、（ˏ）学୆ݳਯに͢る̧ߗਯ࡫活ဥと地域活動支͍̤͢׳そのບث、などに

取り組みます。

何が「NEXT」か
● ਯ民主൵ȿ多主体連携に͢る௙ࣣ的なࣕٸਯ఺地・ਯ఺౬地ठ୆の਀法構ಃを࿒ঐしていること。

● ಼ 高齢社会に̤いてड期までհ૤してਯみ௽けられるࣕٸਯ఺地・ਯ఺౬地の਀法構ಃを࿒ঐしていること。

● ౬地型։ଲయシェアݳਯモデルや、地域೒ى等の新しい仕組み（支えࣣいシステθ）構ಃ͒の発ജをே定していること。

学外連携先

横浜市՞ߊߊଽ推進課 ȟ 地元NPO（͕っとさこͭやま）ȟ 地元ুহ会・ۯၑ組ࣣ ȟ Uœ ȟ 地域ΉアプラΎ  など

⑮ 左近山団地住まいみらい研究プロジェクト

活動代表者：藤岡　泰寛（都市イノベーション研究院）

分 担 者 等：大原　一興（都市イノベーション研究院）

　　　　　　　　田中　稲子（都市イノベーション研究院）

　　　　　　野原　　卓（都市イノベーション研究院）

　　　　　　【学外】西田　　司（オンデザイン）

　　　　　　　　　 熊谷　　玄（スタジオゲンクマガイ）

サコモビづくり 地域通貨�お試しワークショップ
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ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）

ȁベΛドΗ;ン化（ْ一化・高齢化・ౙ機能化）してしまった横浜市のࣕٸ「ਯ఺地」を、ཅかな活ႁある「まち」͒とठ༎

す く͓、အșなアクティΫティのトライアル、実行を行いながら、࠿બを߫り༐し、その方法აを実践的かつ多主体連携に͢っ

てౝって͠く。

ɡみなま̧ラボא׋員会͒の४ْと活ႁ࢜ષ実ࡑ

ȁ（みなま̧ラボの׋ဥ・פஜࢩ場の活ဥ・「ਯまいラボ」࣒঍）

ɡ 地域課題実ਠ「NņŘĮNņŘŕOŘN プロジェクト」（ラボ・ࢩ場での企ْ४ْ）・「Χマのؚరプロジェクト」（イベント͒の

४ح連携）との連携

ɡ 新たなਯまい方・༥らし方提մ（みなま̧Χ;ス(ب)プロジェクト）ȇ学୆ˏΙーθȺ地域課題実ਠȼ都市ْࠗ研究৒ȇ都市

ːࠏಃ࠺ಃņPˎྴ、都市イノベーション学ຸ࠺学部ࢥ学部１ྴ、ၑאࠐ、ːྴش都市社会共୆学、ྴˎشಃ学࠺学部ش

ྴがˏΙーθに分かれて実ঔȻ、相ഘະ動ॲˏΙーθでの発ນとၠ࢐を実ঔ

ɡ࡛地಺औࠫ果̤͍͢੿ြ௨提մのまとめ

何が「NEXT」か

ɡ࢖(行ଽ̺けでなくNPOなどの࢖的機関)ȿ民（ਯ民̤͍͢民間企業）ȿ学（୺࿝ز、大学、学୆͕か）の連携プロジェクト

ɡエリアブランディンΈに࢜けて、ߓ体的なΧードとソフトを連携さ̵て、実ৗ的なイιージアΛプ୽ၞを଎っていること

ɡロー΃ル΋ア（地域実践ݶത）である「みなま̧ラボ」の設置と΂ープンエンド型まちづくりの࠿൦

ɡ「ၠ࢐」ʋ「実ࡑ」ʋ「಺औ࠿બ」ʋ「実行」ʋ「ၠ࢐」Ȥ΍イクルの実ঔ׋ဥ

ɡマネジιントシステθ構ಃに࢜けての࠿൦

学外連携先

みなま̧ラボא׋տ員会（ĳıĲķාȡ、 相ഘŉŅ、 相ഘΫルマネジιント、 相ഘະ動ॲ、 横浜市、 ΂ンデΎイン）ŴtŨŬ、

NOňłN、NPO法人Χマのト;Θイ、山਀௙ْࣣࠗ研究所͕か）

その他

ȁこれまでの実ୡとして、

ɡ ĳıĲĴා͢り相ഘΈループ・横浜市とともに行っている「相ഘい̴み࿤஌״஌みらいに࢜けたまちづくり」（横浜市۪ྚޏ

ြ都市）のளմै成協ႁ͍ݞ

ɡ ĳıĲĴා度ȡĳıĲĶා度都市イノベーション学 ஌の都市ठ୆をテー״にて相ഘい̴み࿤஌「都市デΎインスΗジ΂ޏຸ۪」

マに಺औ・提մを実ঔ、フ΁ーラθ・༓強会にて発ນ、̤͍͢ॗঊのै成と෻ື

ɡ相ഘŉŅと包括連携協定の೿ࠫ、また、フェリス੫学院大学・相ഘŉŅ・横浜市とĵ৪での連携協定も೿ࠫ中

⑯ 郊外住宅地における地域空間再編手法
（相鉄線沿線等）ユニット

活動代表者：野原　　卓（都市イノベーション研究院）

分 担 者 等：田中　稲子（都市イノベーション研究院 准教授）

　　　　　　吉田　　聡（都市イノベーション研究院 准教授）

　　　　　　藤岡　泰寛（都市イノベーション研究院 准教授）

　　　　　　【学外】西田　　司（オンデザイン）

　　　　　　　　　 浅岡　淳太（相鉄HD）・遠藤　美穂（相鉄ビルマネジメント）
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イベント（みなまきピクニック）の
企画運営・当日協力

まちあるき＋ワークショップ
（市・フェリス女学院大・相鉄と協働）

地域課題実習との連携「ハマの屋台プロジェクト」 （仮）みなまきハウスプロジェクト中間発表会

みなまきハウスプロジェクト発表の様子みなまきハウスプロジェクト発表会「相鉄グループ（相鉄
不動産社長ほか）・横浜市の前でプレゼンテーション」
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ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
ȁ活動の࿒的は、本学ਔ༏地域にある౬体やະ動ॲ΂ー΢ーと連携してܡ存の࠺໤を活ဥ（ոئ、リノベーション）し、そ

の地域のث౵をષ̬ることである。また、この実践的な教育研究活動を೒̲、地域課題を発見・ٜࠨで̧る人ऺを育成す

るとともに、ഢ۟期にある࠺ಃ関߸のॲ業のあり方に関する学੅的な౶見をಇୟする。

ȁࣽා度は、横浜市ୌߊ൐ώݚにある、多ଲయ・多໲化がၠ࢐する場として「ŤaŴaŤŰ」という地域のݶതとなるঔ設にて、

教育活動として学୆とともにその地域のث౵をષ̬る͢うな企ْを提մ、実践をしている。

何が「NEXT」か
ȁ本ξΣΛトの特ಭは、第１にু立したまちづくりの方法აを࠿൦しているതである。༞੩߄などにှら̴、民間主൵型で

地域のث౵をષ̬ていくことを࿒ດに、企ْ立մとא׋をしている。

ȁ第ˎに、୆活৪ণതでਯ۪ޏା๵に取り組 でͭいるതである。࠺設ॲ業が新ಃ中૤からストΛク型͒とഢ۟するにあたり、

୆活৪ণതでॲ業構௮を見ೄすຈါがあるとࣉえている。その実ࡑとして、ŤaŴaŤŰにてŅŊYで౯෎଻能の࢜ષを଎るχー

クショΛプ（ြා１࠮にထ定）を実ঔする。ここで、ංられた౶見を部຦ιー΃ーや設ࠗ৪などと共ခし、これからのॲ業

௨をࣉえてい̧たい。

⑰ ヨコハマ型リノベーションの実践

活動代表者：江口　　亨（都市イノベーション研究院）

分 担 者 等：大原　一興（都市イノベーション研究院  教授）

　　　　　　加藤　功甫（Connection of the Children）

　　　　　　伊藤　孝仁（tomito architecture）

⬅⬇ ハロウィーン体験イベント

学生が企画したイベントの様子

横国森カフェ�⬆➡
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http://tomito.jp/ および
https://www.facebook.com/casaco.azumagaoka/より転載

http://tomito.jp/ および
https://www.facebook.com/casaco.azumagaoka/より転載

http://casaco.jp/より転載

多世代 多国籍 地域
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※熱海でのワークショップ

casaco

運営
コアメンバー

大家
家賃

地域住民

学生

住人

利用料
（無料の場合も）

家
賃

1Fのリビング

運営
改修

運営・利用 学び
楽しみ 利用料

（純利益の
50％）
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⑱ 常盤台まちづくり応援団

活動代表者：大原　一興（都市イノベーション研究院）

分 担 者 等：藤岡　泰寛（都市イノベーション研究院）

　　　　　　【学外】古城　高之（常盤台地域ケアプラザ所長）

　　　　　　　　　 石川　源七（常盤台連合町内会長）

ユニットの活動内容（進捗状況報告を含む）
ȁ横浜࣭大ୌ࿝ஜにĳııĺාに࠺設された横浜市ુ๕ర地域ΉアプラΎ・΋ηュΣティΧ;スの࠺ಃとא׋のْࠗ・企ْに

ついて、ĳııĹාに࠺ಃْࠗ研究৒が「ુ๕రまちづくり؊׳౬」をྴ઺り、ু主的に地域のਯ民に͍ࡤかけて「ુ๕ర地

域ΉアプラΎをࠀ機としたჇࢃもਯみ௽けられるまちづくりχークショΛプ」（地元では೒ઠ「࣭大χークショΛプ」として定

಍）をٳইした。ྀාˏȡːٝβースでࠑ௽的にこれまでにࠗĳĹٝ実ঔして̧て̤り、ਯ民と一੣に地域の高齢化にచ؊

する課題をࣉえ行動している。

ȁΉアプラΎ࠺設のْࠗからইまり、諸৒やٸ部ߗ間のခ࢘なঀいこなし方、バリアフリーやཡ災のまちづくり、地域や大

学΅λンΩスのത࠿、地域支えࣣいマΛプづくり、ٚࢌঔ設の地域化、੩けࣣい人ऺバンク、̧ߗز̧ߗ部ؚの活ဥなど、

これまでにਯ民の意見のಒ出とచ؊方法をਯ民ুらࣉえ実行するためのχークショΛプやイベント、地域಺औなどを̤こ

なって̧た。

ȁࣽࢃもࠑ௽的に、ਯ民と一੣に高齢化に関する地域課題を学͍ুら಺औしࣉえるためのプラΛトフ΁ーθとして活動して

いる。本ා度は、̧ߗ・ز̧ߗ部ؚの၌活ဥを基本テーマとして、高齢৪・学୆γーθシェアに͢る見৿り実ঔに͍ࠫつけ

るχークショΛプをইめて̤り、ĳıĲĸා度ਝからは、ĺ࠮ĺ඾、Ĳı࠮ĳĹ඾、Ĳĳ࠮ĳ඾のˏٝ実ঔ、ĳ࠮Ĳĸ඾実ঔထ定。

何が「NEXT」か
ȁ࡛在から߃い੿ြにかけての地域の課題を地元のਯ民がুら見出し、ٜࠨॐをౝること、つまり「ুらষにةをす̧͓か」

を൦݈し、実行するためのχークショΛプとしてജٳしている。とくに、地域の社会Σーズをࡐ在化する࢖的ঔ設としての地

域ΉアプラΎと΋ηュΣティΧ;スと連携した活動で、૸߃な໛ছ、Ήア、հ஠հ૤など୆活にྟ୪に関わる課題をեい、

新たなライフスΗイルや組織を୆み出していくࢥཔとして機能を発ܞしている。

学外連携先
ȁુ๕ర地域ΉアプラΎ、ુ๕ర連ࣣ಴ඤ会͕かਔ༏಴ඤ会には、൚੝から企ْと実ঔに協ႁしてもらい、活動に४حし

てもらっている。

ȁγーθシェアに関しては、とくにނ都ຸਯ఺課のম業「ソリデール」との情報提ރとၠ࢐をංていることや、ہா市ࣽஂ

ర地域に̤けるシェア体ࡑ実ࡑなどの౶見など、ఈ地域の႒য活動ともリンクさ̵ている。
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৆会社 ŊŉŊڼ ඊ立行ଽ法人 ࣭ष協ႁ機構

࣭立研究ٳ発法人 情報೒信研究機構 ࣭立研究ٳ発法人 କॲ研究・教育機構

৆会社 ઀ઐୋै所ڼ 都ၣ市

඾本発ૄ ڼ৆会社 横浜市༗ാΉ౓ߊ

࣭立研究ٳ発法人 ࣭立۪ޏ研究所 横浜市

横浜市社会໛ছ法人 横浜市社会໛ছ協݈会 相模ࡔ市

行߆UŇŋނ৆会社 三຅൐ڼ ൐඾本高௸ൽႹ ڼ৆会社  関൐支社

৆会社 ඾立ୋै所ڼ ਉ都高௸ൽႹ ڼ৆会社

行߆৆会社 ࣭ष協ႁڼ 学ࢷ法人 立教大学

඾ॲু動৬ ڼ৆会社 ඊ立行ଽ法人 都市ठ୆機構

立大学法人 横浜市立大学࢖ ൐඾本ೈ఩ਯ఺  本部

࣭立研究ٳ発法人 ࢽსܿࢽߗ੅研究所 相ഘγールディンΈス ڼ৆会社

横浜੸ࢥ会݈所 ࣭連ٳ発ْࠗ (UNŅP)

࣭立研究ٳ発法人 ٬ષܿ੅հ஠研究所 ࣭連ඳ民高等༕ྩۗমྩ所 (UNŉńœ)

୽ၞ研究機関ޏ۪ݩ౬法人 地़ף࢖ 神奈川ࡇ

高գ΄ス༗հ協会 ີআΔロΛクス ڼ৆会社

೒信基யܿ੅研究所ܨ৆会社 ࣭षഩڼ
地方ඊ立行ଽ法人

神奈川ࡇ立 ॲ業ܿ੅௙ࣣ研究所

一๊社౬法人 ٬ဢॲ業研究会 関൐学院大学

ඊ立行ଽ法人 ୋ຦ບܿث੅基๕機構 ඾本ڼ৆会社඾本ଽॐ߄ဏࡩ࢖  横浜支ഝ

࣭立研究ٳ発法人 ٬ဢ研究ٳ発機構 川ॄ市

締結先機関名（H30.１.31現在）
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http://www.ynu.ac.jp/hus/sangaku/9091/detail.html

2018 1 25 1/1 10:46:50
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http://www.ynu.ac.jp/hus/sangaku/17546/detail.html

2018 1 19 1/2 19:51:54
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http://www.ynu.ac.jp/hus/sangaku/19537/detail.html

2018 1 19 1/1 19:57:17

カスタム検索
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カスタム検索
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地域連携推進で

新たな未来を切り開く

地域連携推進機構シンポジウム
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〒240-8501 横浜市保土ケ谷区常盤台79-５

TEL:045-339-4455　FAX:045-339-3057

　

横浜国立大学 地域連携推進機構


